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佐
潟
の
ほ
と
り
に
昨
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
佐
潟
水

同
事
業
で
は
、
補
助
す
る
研

究
開
発
の
対
象
産
業
の
範
囲
、

対
象
事
業
の
条
件
や
要
件
、
補

市
で
は
、
平
成
８
年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
「
中
小
企
業
共
同
研
究
開
発
支
援
事
業
」
の

内
容
を
拡
充
し
て
、
新
た
に
「
産
業
活
性
化
研
究
開
発
支
援
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

同
事
業
は
、
市
内
の
中
小
企
業
者
な
ど
が
行
う
研
究
開
発
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
う
こ

と
で
積
極
的
な
事
業
活
動
の
推
進
を
支
援
し
、
本
市
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

助
率
・
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
支
援
事
業
で
は
、

第
２
・
３
次
産
業
の
中
の
鉱

業
・
建
設
業
・
製
造
業
・
情
報

処
理
サ
ー
ビ
ス
業
・
調
査
業
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
１

次
産
業
を
含
め
た
全
産
業
を
対

象
と
し
、
農
林
水
産
業
に
携
わ

る
個
人
や
法
人
格
を
持
つ
団
体

も
対
象
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
を
営
ん
で
い
な

い
個
人
で
も
、
こ
れ
か
ら
事
業

を
開
始
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

会
社
を
設
立
す
る
場
合
で
、
そ

の
事
業
を
行
う
具
体
的
な
計
画

を
持
っ
て
い
れ
ば
対
象
と
な
り

ま
す
。

補
助
の
条
件
や
対
象
と
な
る

研
究
開
発
事
業
の
要
件
に
つ
い

て
は
、
大
学
や
短
期
大
学
な
ど

の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
開

６
月
定
例
市
議
会
が
６
月
21

日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
、
15
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。

提
案
さ
れ
る
議
案
は
、
一
般

会
計
の
ほ
か
老
人
保
健
事
業
会

計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・

改
正
、
財
産
の
取
得
、
工
事
契

約
の
締
結
な
ど
、
13
の
議
案
と

諮
問
１
件
、
報
告
４
件
で
す
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
と
し

て
は
、
島
見
地
区
に
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
新
潟
医
療
福
祉

大
学
（
仮
称
）
の
創
設
に
補
助
金

24
億
８
７
０
０
万
円
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。
条
例

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の
介
護

認
定
審
査
会
条
例
の
制
定
や
、

図
書
館
全
館
で
日
曜
開
館
を
実

施
す
る
た
め
に
、
市
立
図
書
館

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
提
案
な
ど
を
し
ま
す
。

ま
た
、
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
防
災
気
象
情
報
シ
ス
テ

ム
機
器
の
取
得
を
提
案
す
る
ほ

か
、
工
事
契
約
の
締
結
で
は
、

西
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋

内
プ
ー
ル
の
建
設
工
事
に
関
す

る
契
約
を
は
じ
め
、
水
害
対
策

と
し
て
、
中
部
下
水
処
理
場
の

水
処
理
施
設
築
造
工
事
や
白
山

関
屋
排
水
区
・
五
十
嵐
排
水
区

の
下
水
道
工
事
の
契
約
が
あ
り

ま
す
。

発
に
限
る
と
し
て
い
た
条
件
を

外
し
、
個
人
や
企
業
が
自
ら
行

う
研
究
開
発
で
も
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

事
業
要
件
に
つ
い
て
は
、
技

術
の
高
度
化
や
製
品
開
発
の
た

め
に
新
た
に
行
う
研
究
開
発
に

加
え
、
既
存
の
技
術
や
製
品
の

改
良
で
あ
っ
て
も
、
付
加
価
値

の
高
い
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
市

民
生
活
と
密
接
に
関
係
す
る
福

祉
・
環
境
分
野
の
研
究
開
発
に

重
点
を
置
き
、
１
千
万
円
を
限

度
に
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

２
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
分
野
の
研
究

開
発
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
補
助

対
象
経
費
の
２
分
の
１
を
５
０

０
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

新
製
品
や
新
技
術
の
開
発
に

は
意
欲
は
あ
る
が
、
経
費
が
掛

か
る
た
め
に
研
究
開
発
が
難
し

い
と
感
じ
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

７
月
30
日

問
い
合
わ
せ

産
業
企
画
課

（
�
内
線
２
５
１
７
）
へ

鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
」
の
来
館

者
が
６
月
６
日
に
10
万
人
を
突

小
竹
さ
ん
は
「
佐
潟
は
鳥
の
鳴

き
声
、
景
色
が
き
れ
い
で
、
セ

ン
タ
ー
も
大
変
素
晴
ら
し
い
。

10
万
人
目
と
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」

と
喜
び
を
語
り
、
小
竹
さ
ん
親

子
に
記
念
品
と
し
て
県
内
探
鳥

ガ
イ
ド
と
野
鳥
図
鑑
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
の
同
様
施
設
の
来
館
者

は
年
間
２
・
３
万
人
程
度
。
１

年
と
22
日
と
い
う
、
ほ
か
に
例

を
み
な
い
早
さ
で
の
10
万
人
達

成
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
佐
潟

へ
の
愛
着
の
深
さ
と
、
自
然
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
と
鳥

屋
野
潟
や
地
域
の
環
境
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

市
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
た

清
掃
ポ
ス
タ
ー
と
、
市
内
の
中

学
生
か
ら
募
集
し
た
鳥
屋
野
潟

浄
化
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
の
表

彰
式
が
、
６
月
８
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

応
募
８
１
９
点
の
中
か
ら
清

掃
ポ
ス
タ
ー
の
金
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
、
桃
山
小
４
年
生
の
田

村
翔
大
さ
ん
。
「
い
つ
も
遊
ん

で
い
る
公
園
が
、
い
つ
ま
で
も

き
れ
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
を
こ
め
て
描
き
ま
し

た
」
と
元
気
に
こ
た
え
て
く
れ

ま
し
た
。

鳥
屋
野
潟
浄
化
ポ
ス
タ
ー
の

金
賞
は
、
応
募
１
２
５
点
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
二
葉
中
２
年
生

の
手
島
静
佳
さ
ん
の
作
品
。

「
鳥
屋
野
潟
へ
行
く
こ
と
は
年
に

１
回
ぐ
ら
い
。
も
っ
と
き
れ
い

な
鳥
屋
野
潟
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

金
賞
に
輝
い
た
作
品
は
、
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
市
内
の
学
校
や

自
治
・
町
内
会
の
掲
示
板
に
掲

示
す
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
に
も
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、

入
賞
作
品
は
６
月
30
日
ま
で
市

役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示

し
ま
す
。
金
賞
以
外
の
入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

�
清
掃
ポ
ス
タ
ー

▽
銀
賞

小
野
麻
里
奈
（
真
砂

小
６
年
）、
青
山
陽
輝
（
同
６
年
）

▽
銅
賞

長
谷
川
智
也
（
入
舟

小
４
年
）、
圓
山
慧
（
女
池
小
２

年
）、
白
倉
静
佳
（
桃
山
小
４
年
）

▽
奨
励
賞

後
藤
瑞
喜
（
桃
山

小
４
年
）
、
新
野
案
菜
（
太
夫

浜
小
４
年
）
▽
団
体
賞

赤
塚

小
学
校

�
鳥
屋
野
潟
浄
化
ポ
ス
タ
ー

▽
銀
賞

北
村
朋
（
石
山
中
３

年
）、
佐
藤
優
羽
（
寄
居
中
２
年
）

▽
銅
賞

石
井
雅
実
（
二
葉
中

３
年
）
、
石
部
悠
海
（
内
野
中

３
年
）
、
石
澤
美
穂
子
（
石
山

中
３
年
）

破
し
ま
し
た
。

10
万
人
目
の
来

館
者
は
、
小
竹
達

也
さ
ん
（
38
、
神

山
）
、
麻
世
ち
ゃ

ん
（
６
）
、
彩
加

ち
ゃ
ん
（
４
）
親

子
。
よ
く
休
み
の

日
に
子
ど
も
を
連

れ
て
来
る
と
い
う

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。
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市役所・保健所�228-1000（代表）
園　芸　セ　ン　タ　ー…286－1034
水　　　　道　　　　局…266－9311
市 民 病 院…241－5151
南地域保健福祉センター…285－2373
坂井輪地域保健福祉センター…260－3255
東地域保健福祉センター…243－5312
中央地域保健福祉センター…266－5172
西地域保健福祉センター…262－3405
北地域保健福祉センター…259－7332
石山地域保健福祉センター…286－4450
中地域保健福祉センター…273－9932

急 患 診 療 セ ン タ ー…228－2822
休日歯科診療センター…283－3030

急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）急患診療（市医師会・県歯科医師会）

園芸センター ウチョウランと山野草展
日時　６月25・26日午前９時～午後４時
申し込み　当日直接同センターへ
問い合わせ　同センターへ

中高年の消費生活講座
日時　６月30日、７月７・14日午前10
時～正午　対象　40歳以上先着25人
会場　駅南コミュニティセンター
申し込み　あす21日から電話で市消費
者センター（�内線2412）へ

市美術館 写真でイタズラ
日時　７月10日～８月７日毎週土曜日
正午～午後４時15分　定員　12人
内容　写真に描画やコラージュなどの模
様をつける　参加費　7,000円程度
申し込み　７月３日（必着）までに往復
はがきに講座名、住所、氏名、電話番号、
年齢を記入し、〒951-8556同館（�
223-1622）へ　※応募多数の場合抽選

市視聴覚センター 市民映画鑑賞会
日時　６月24日午後２時から
上映作品 「小さな家族」「長安と唐の
文化」 定員　先着50人
申し込み　同センター（�222-7400）へ

市の人口 〈５月末現在〉

人　口　488,497人（＋145）

男　　236,954人 （＋64）

女　　251,543人 （＋81）

世帯数　185,835 （＋276）

住民基本台帳による。（ ）は前月比

10
万
人
目
と
な
っ
た
小
竹
さ
ん
親
子

鳥屋野潟浄化ポスターの金賞に輝
いた手島静佳さん（二葉中２年生）

清
掃
ポ
ス
タ
ー
で
金
賞
に
輝
い
た
田
村
翔
大
さ
ん（
桃
山
小
４
年
生
）

新潟まつり花火大会

市民大スターマイン協賛者募集
協賛いただいた人のメッセージなどは

「まつり新聞」（８月１日の新聞に折り込
み予定）に掲載されます。
募集金額 １件2,000円以上
メッセージ 15文字以内
申し込み ６月30日までに新潟まつり
実行委員会花火部（産業企画課内�内線
2534）へ

海水浴場　監視員・看護婦を募集
勤務日時 ７月15日～８月23日午前９
時～午後５時45分
勤務場所 内野上新町浜、青山海岸、関
屋浜、日和山浜、島見町浜の各海浜事務
所（看護婦は青山海岸、関屋浜、日和山
浜のみ）
勤務内容 監視員…海水浴場の監視、看
護婦…海水浴場内のけがなどの応急処置
募集人員 監視員…13人、看護婦…看
護婦または准看護婦免許取得者３人
※勤務期間中の土・日曜、祝日、お盆時
期も勤務可能な人
日給 監視員6,200円、看護婦7,100円
申し込み 人事課（�内線2074）へ電
話連絡の上、履歴書をお持ちください

市明るい選挙推進協議会と一緒に

市議会を傍聴してみませんか
日時 ６月24日午後１時10分から
集合場所 市役所本館１階案内前
内容　６月議会定例会本会議一般質問
定員　先着30人
申し込み　市選挙管理委員会事務局（�
内線3302）へ

対

象

者

対 象
事 業

対象経費

補 助

金 額

市内に主たる事業所を有する中小企業者または中小企業等協同組合など

・中小企業者（中小企業基本法第2条に規定する会社及び個人）

・中小企業等協同組合（中小企業等協同組合法第３条に規定する法人）

・農林水産業者の組織する団体で法人格を持つもの

・農林水産業に携わる個人

補助対象者が自ら、または大学・短期大学などの研究機関と共同で行う事業

・技術の高度化のために行う研究開発

・新たな製品開発のために行う研究開発

・その他本市の産業活性化に寄与すると認められる研究開発

※ただし、１補助対象者につき１年度１事業を限度とします

研究員の人件費を除いた研究開発事業に必要な経費

一般分…補助対象者が負担する補助対象経費の２分の１以内で、500万円を限度とする

特定分（福祉及び環境分野）…補助対象者が負担する補助対象経費の３分の２以内で、

1000万円を限度とする

産業活性化研究開発支援事業の概要


